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ルレティキュ 1）ンプロモーターを尾いた新規真核結
腸罵発現ベクターの構築）
Hashim話oharnedAli Elrnileik （小児科学）
N豆沼おへりブレオマイシン（Brn）の添加により過剰
発現する蛋白震の一つは熱ショック蛋白質カルレテイ
キュリンであると詞定された。本萌究では，カルレテイ
キュリンプロモーター（CP）を取得し，かつ， CPを
科用した Brn誘導型発現ベクターの開発を行った。
NIH/3T3よりクローン化した CP遺伝子をルシフエ
ラーゼ講造遺伝子 (Jue）のすぐ上流に挿入したベク
ターを構築した。本ベクターを導入した NIH/3T3を
Bm存在下または42℃にて培養したところ， Jueの発
現は Brn添加では無添加の1.5倍，また， 42℃での培
養は37℃に比べ2告高かった。これは CPがBrnある
いは熱に長正、して， CP支配下の標的遺伝子を誘導発
現させることを示唆する。
Brn結合蛋白覧遺伝子 blmAを導入した繕胞はフ
リーの Brnj農震を低下させることかち， CPの支配下
にblmAを配置したベクターを構築した。本ベクターは
Brn投与患者の筋線維症対策に貢献できると思われる。
3. Abnormal signals on proton density-weighted MRI 
of the superior cerebellar peduncle in progressive 
supranuclear palsy. 
（進行性核上性麻薄における MRIプロトン密震強
謂像の上小脳陣異嘗f言号の検討）
間 正樹（内科学第三）
［自的］進行性核上性蘇庫（PSP）において，上小
脳脚のMRI異常信号の宥無を検討した。
［対象と方法J9人の PSP患者， 20人のパーキン
ソン病（PD）患者および20人の龍常者。話回プロトン
密度強調像（PDWI）および T2強講像（T2WI)での上
小膳部異常信号の有蕪を梶覚的に評倍し，各グループ
で比較した。
i結果） PSP患者百人中4人で， PDWIでの上小脳
脚の抵信号が消失あるいは不明緊となっており，異常
信号が認められた。 PD患者および健常人では PDWI
での上小脳調異常信号は認められなかった。また，
T2WIではどのグループにも上小脳騨異常信号はみら
れなかった。
i結論） PDWIにおける PSPの上小脳調異常信号
は脱髄やグリオーシスを反暁した所見と考えられる。
PSPの鑑別において， PDWIでの上小脳鞠の評値は有
用と思われる。
4. 豆xpressionof C・Cchemokines in bronchoalveo・
lar lavage cells from patients with granulomatous 
lung diseases 
（肉芽腫性肺寮患患者の気管支揖脂洗浄纏胞におけ
るC-Cケモカイン発現に関する研究）
大島美紀（内科学第二）
【自的】肉芽鍾性鮪疾患の病変における C-Cケモ
カイン発現を検討し，一般的所見か，疾患に特有の所
見かを明らかにする。
【対象と方法］サルコイドーシス17例と HP4例に
ついて，特発性関賓性肺炎（CFA)10例をコントロー
ルとして気管支諦鞄洗浄（BAL〕を行い， C-Cケモカ
インの発現を半定量的RT-PCR法で評姐した。
［結果］豆ANTES,MIP-1α 発環量は，サルコイドー
シスと豆Pにおいて有意に増加し， MIP-13はHPに
おいて有意に増加していた。 RANTES, MIP-1 a , 
MIP-1 j1発現量は， BAL液中のリンパ球比率と正の椙
関を示し，班IP-1β は，リンパ球 CD4/8比と負の相
関を示したoMCP-1は 各疾患群間で存意差はみら
れなかった。
【考察］ MCP-1はびまん性肺疾患の炎症に非特異
的に， RANTESとMIP-1α は肉芽題性炎症の病態形
成に， HPには特に怒IP-1β が関与していると考え
た。
5. Coronary atherosclerosis and oxidative stress as 
reflected by autoantibodies against oxidized low-
density lipoprotein and oxysterols 
（冠動脹硬化と酸化ストレス：抗酸化 LDL抗体と
オキシステロールからの検討）
安信諸治（内科学第一）
臨末研究及び動物実験から， LDLが酸化諺飾を受
けた酸化 LDLやコレステロールの霞北産物であるオ
キシステロールの動脈硬化発生進展への関与が解明
されてきている。そこで冠動脹疾患（冠動脹造影を施
行した183例；男性124例 平均年齢58.9歳）と抗酸化
LDL抗体およびオキシステロールレベルとの関連に
ついて検討した。血海中の抗接化 LDL抗体，友び4
種類潤定したオキシステロールの中で， 25-,27-, 
7 /3-hydroxysterolが冠動脹狭窄群で正常群に辻べ有
意に高憧を示した（419±48.7vs. 273±21.4 rnU, 
28.2±5.0 vs. 13.1±2.3 47.7±4.8 vs. 30.4±4.3, 
98.9土8.7vs. 67.9±6.8 prnol/rnl; P<0.01, P<0.05, 
P<0.05, P<0.05）。さらに抗酸化 LDL拭体は，不安
定狭心症群で安定狭心症に比べ有意に高笹を示した
(591土97.9VS. 292士33.5rnU; P<0.01) if；オキシステ
ロールにおいては有意差を認めなかった。以上より血
? ? ? ? ?
?
? ? ?
???
?
ぃ??
?
? ?
